
仕事と育児の両立まめ知識
　より良い親子関係を築くことを目的
に「ほめる、認める、共感する」コミュ
ニケーションの方法と、大きな声を出
したりせずにしつけを行う方法を、前
橋市子育て支援課職員の竹渕亨さんに
学びました。
　参加者からは、講師の育児経験が具
体的でわかりやすく、「わかっていても
出来ないこともある。子どもに対する

声のかけ方をもう一度考え直したい」、「実際の行動や言葉掛
けを教えてもらえてすぐに実
践できそう」、「自分の子育て
方法を見直す機会にしたい」
等たくさんの感想が寄せられ
ました。（参加者：55 人） 共催：
群馬県母子寡婦福祉協議会

　「ＬＧＢＴってなんだろう？
　　　　　　　　～互いの違いを受け入れあえる社会を目指して～」

　昨年に続き、ＮＰＯ法人ＲｅＢｉｔメンバーを講師に迎え、
県民の方や市町村職員の方を対象に、性的少数者（ＬＧＢＴ）
への正しい理解を深めるための講演会を人権男女・多文化共
生課と開催しました。

（参加者：80 人）

　昨年度開催し、「矢口さんをまた
呼んでほしい！」と大好評だった
講座のパート２。
　女性が地域で仕事を創り出すた
めの楽しいアクションをしかけて
いる、『ｃｈｏｉｎａｃａ』代表の
矢口真紀さんを再び群馬にお呼び

　男女共同参画週間（6 月 23 日～ 29 日）に合わせ、男女
共同参画フェスティバルが、県女性団体連絡協議会主催、県
人権啓発活動ネットワーク協議会・群馬県共催により当セン
ターで開催され、多くの来場者（延べ 426 人）で賑わいました。
　バザー会場では、花や野菜、菓子、手作り品などが販売さ
れ、開始直後から熱気に溢れていました。シンポジウム「ぐ
んまの元気は女性の活躍から パートⅣ」では参加者からも

積極的に意見が出されるなど、
充実したシンポジウムになり
ました。

平成 29年 6月 24 日 ( 土 )男女共同参画フェスティバル
「輝こう 群馬の女 ( ひと ) と男 ( ひと )」
　　　　　～みつめよう！変えよう！ぐんま！！～」

平成 29年 7月 1日 ( 土 )
子育て参画セミナー

「ほめて育てるコミュニケーション・トレーニング入門」

平成 29年 7月 20 日 ( 木 )
○とらいあんぐるん LGBT講演会（前橋会場）

平成 29年 8月 19 日 ( 土 )とらいあんぐるんサロン
「ちょいなか流   小さく楽しい創業のススメ Part2」

　前橋市会場と同じく、ＮＰＯ法人ＲｅＢｉｔメンバーを招
き、みどり市笠懸公民館で開催しました。
　「ＬＧＢＴについて学ぶきっかけになった」、「ＬＧＢＴだ
けでなく、様々な場面で相手のことを気づかうことが大切」、

「アライ ( 理解者 ) という言葉を初めて聞いた。自分もそうあ
りたいと思った」など、ＬＧＢＴについて皆さんに考えてい
ただく講演会となりました。（参加者：79 人）

平成 29年 8月 6日 ( 日 )
○とらいあんぐるん LGBT講演会（みどり市会場）

し、たのしいワークを体験。「楽しかっ
た！」、「やる気、勇気をもらえた」、「ワクワクが高まった」、

「もっと仲間と関わって地域を盛
り上げていきたい」、「エクササイ
ズがおもしろかった」、「新しい気
持ちになれた」、「勇気がもらえた」
など、たくさん “ ワクワク ” が溢
れていました。（参加者：20 人）

☆みどり市との共同開催について

　ぐんま男女共同参画センターは、

今までセンターを会場として行って

いた主催事業 ( 講座 ) の一部を、今年

度からは、県内全域における男女共

同参画意識の醸成を目的に、市等と

連携し、地域に出て実施しています。

対　象　県内在住、在勤の女性

受講料　無料

定　員　３０人 (先着順 )

平成 29年10 月 14 日 土
13：30 ～ 15：30

日　時　

内　容 グループ・ディスカッションを楽しみながら、
夢への第１歩を探します。
進行役：日本政策金融公庫 前橋支店長 田村佳隆さん 13：30 ～ 15：30

※希望者に個別相談をおこないます。
　お申込み時にお伝えください。

主催：日本政策金融公庫
　　　群馬県（ぐんま男女共同参画センター、商政課）

電話、FAX またはメールでぐんま男女共同参画センター　　　　　　　　　まで
( お申し込みの際は、住所、氏名、電話番号をお知らせください）

電話 027-224-2211　FAX 027-224-2214　メール  sankakuse@pref.gunma.lg.jp

セミナーの
申込み先

ぐんま男女共同参画センター 通信　　　　　　　　　　 № 47

～家族が認知症かな？と思ったときに～

日　時　

講　師

　　自分のお店を持っている人、

　　　これから何か始めたいと

　　　　思っている人、ボラン

　　　　ティアをしている人、

　　　　夢について語りたい人

　　　など、どなたでも参加

　できます。お友達を誘って

参加するのもいいかも！

法務省委託事業

登録団体との協働事業

　家族の介護や看護を理由とした離職・転

職者数は、平成 23 年 10 月～平成 24 年 9

月の１年間に 10 万人を超えました。男女

（群馬県地域包括ケア推進室 認知症専門官）
神山 智子さん

対　象　男性（パートナーの同伴可）

受講料　無料

定　員　３０人 (先着順 )

平成 29年10 月 15 日 日

セ・ミ・ナ・ー・報・告 セ・ミ・ナ・ー・参・加・者・募・集

別では女性の割合が約８割です（平成 24 年 総務省・就業構

造基本調査から）。

　これらを背景に、介護をしながら働く方等が介護休業・

育児休業を取得しやすくなるよう、育児・介護休業法が改

正されました（平成２９年１月１日施行）。

　ぐんま男女共同参画センターも介護離職者減少への取り

組みとして、男性向けワークライフバランスセミナー「介

護離職を考える前に知っておきたいこと～家族が認知症か

な？と思ったときに～」を実施します。

↑栗田政子会長のあいさつ（中央）
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←↑午後のシンポジウム風景

講師：竹渕亨さん
講師：矢口真紀さん
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「家族の介護や看護を理由とした離職・転職者数」
( 単位：万人 )

男性のためワワークライフバランス男性のためのワークライフバランス

『介護離職 を考える前に

　　　知っておきたいこと 』
『介護離職 を考える前に

　　　知っておきたいこと 』

　８５歳以上の約４割、９５歳以上の

　　約８割が認知症になるといわれて

　　　います。

　　　　　身近なところで認知症に

　　　　直面する可能性は誰にでも

　　　　　あります。

　　　　　「家族が認知症かな？」

　　　　「自分が認知症かも？」

　　    と思ったとき、慌てて

       離職しないための講座です。

「認知症サポーター
養成講座」を
兼ねています

※「今は心配ないけど、知って
　　おきたい人」も参加できます。


